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1960年代 の 中頃 以 降,か な りの数 の ポ ス ター 関連 書 が刊行 さ れて 来 た。 日本 に も な じみ
深 い ヴ ィ ジュ ア ル ・デ ザ イナ ー,ミ ュー ラー=ブ ロ ックマ ン夫 妻 の 「ポ ス ター の歴 史」 も
そ の一 冊 で あ る。 こ こで は,そ の内 容 を紹 介 し,ま た眼 を通 し得 た か ぎ りの類 書 と比 較 し
て そ の特徴 を見 てみ よ う。
テ レビ な どの登 場 以 来,す で に実 際 的 な役 割 を著 し く減 少 させ られて きたこ の媒 体 に,
最近 に な って 旺盛 な関 心 が寄 せ られて い るの は,一 見不 可 解 で あ る。 そ れ は と もか く,そ
の せ い か,最 近 の ポ ス ター関 連 書 は,同 時 代 や次 の 時代 に向 け ての ポ ス タ ー論 や ポ ス ター
方法 論 と い った論 点 を直接 も たず,少 数 の例 外 をの ぞ い て一 様 に過 去へ の関 心 に染 め ら れ
て い る。 それ らは 内容 的 に二 つ に大別 出 来 る。
第一 の グル ー プ は,扱 う対 象 を一 定 の 範 囲 に絞 り込 み,そ れ らにつ い て従 来 見 られ な か
った興 味 深 い各 論 を展 開 しゼ い る。 まず 主題 別 の もの と して は,自 転車(1)サー カ ス12職争
や政 治 的表 明(3),(4)ファッ シ ョン雑誌(5)映画(61など が あ り,そ れ ぞ れ独 自 の表 現 が み られ る。
もの によ って は懐 旧的 な,あ るい は モ ノマ ニ ア ステ ィ ック な風俗 的 関心 が意 識 され て お り,
また 多 くは大 判 の廉 価 な図版 本 の 型式 に よ って い る。 同様 の 体裁 で,比 較 的 簡 便 な特 定 作
家 を扱 っ た もの も出 は じめ て い る『驪9特定 の コ レ クシ ョン を紹 介 した もの には,ウ ィー ンの
ア ルベ ル テ ィーナ{1①や西 ドイツ ・エ ッセ ンの 工芸 学 校 〔wのもの が あ り,い ず れ も大判 で 高
度 な再 製技 術 に よっ て世 紀 の 変 りめ の,ウ ィー ン とパ リの著 名 なポ ス タニ を収 録 して い る。
ニ ュー ヨー ク の近 代美 術 館 の もの は(1D定の鑑 識 眼 に よっ て選 ば れ た時代 を代 表 す る規 範
的 な収 集 に よ って 際 立 って い る。
特 定 の時 期 を扱 った もの で は,世 紀 末 か ら20世紀 初 頭 に か けて の時 期 を対 象 と した も の
が圧倒 的 に 多 い1130一切これ らには,ア ー ル ・ヌー ヴ ォー再評 価 を背景 と して モ ダ ン ・デ ザ イ
ン以 降 の ヴ ィジ ョンを模 索 しよ うとす る意 向 が窺 え るが,通 常 力点 を置 か れ が ち なフ ラ ン
ス の ほか に,こ の時 期 の ア メ リガ1劭や と くに イ タ リアnuを対 象 と した本 格 的 な モ ノ グ ラフ
ィが含 まれ るの は注 目に値 す る。 ま たア ブ デ ィの 「フ ラ ンス ・ポス ター塑 は,生 誕 後 間 も
な い ポス ター の パ リにお け る爆発 的 な隆盛 ぶ り を,多 元 的 で入 念 な調査 と手際 よ い記述 に
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よ って解 明 して お り,研 究 的水 準 の 深 ま りを印 象づ けて い る。
こ う して第 一 の グル ー プは,様 々 な 関心 と情 熱 に支 え られ て よ り特 殊 な問題 へ と志 向 し,
従 来 の枠 を越 えて 詳細 部 を飛 躍 的 に繁 茂 させ る。 こ れ に対 し,本 書 が属 す る第 二 の グル ー
プは,第 一 の 成 果 を も取 込 みっ つ,よ り抱 括 的 に全 体 的 に ポ ス ター の足跡 を展 観 す る通 史
と しての 性 格 を もっ て い る。 お そ ら く生 誕 後 約100年 を経 過 した とい うこ と と,大 衆 的 な
視 覚伝 達 にお け る明瞭 な後退 と いっ た事 情 も,こ う した 全体 的 な反 省 の 姿勢 を促 進 す る要
因 の一 つ で あ る とい え るだ ろ う。
さて,第 二 の グル ー プiヒ属 す る他 の もの に本 書 が明 らか に勝 る点 と して,ま ず そ れ が同
じ年 に先 に出版 され た姉妹 編 と もい うべ き ヨー ゼ フ ・ミュ ー ラー=プ ロ ヅクマ ン著 「視 覚
伝 達 の 歴 史野 を持 つ こ とが挙 げ られ る。 両者 は,出 版 社 を異 にす る点 をの ぞ け ば,そ れ 自
体 特 徴 を形 成 して い る 多 くの 相似 点 を持 って い る。 いず れ も豊富 な イ ラス トレー シ ョ ンに
よ る例 証 と簡 潔 で事 実 的 な記述 の配 列 に よっ て い る こ と,テ クス トは初 め ドイ ツ語 で書 か
れ ほ ・"遂語的 に翻 訳 され た フ ラ ンス語 と英語 が同 時 的 に並 行 的 に掲 載 されて い る点 ,読 む
本 と見 る本 を兼 用 した 中型 本 で,総 アー ト紙 上 にス イ ス特 有 の美 しい色 彩 印刷 とサ ンセ リ
フ体 で端 正 に レイ ア ウ トされ て い る こ と,図 版 の ネ ー ム は,作 者 名,広 告 目的種 別 ,制 作
技 術 別,制 作 年 代,発 行 地,寸 法 な ど必要 事 項 を満 た して い るこ と,な どで あ る。 こ れ ら
の共 通 点 を も ち な が ら,姉 妹 書 は,先 史時 代 以 降現 代 まで の視 覚 伝達 全般 の発 展 を概 説 し
て お り,本 書 に対 して は,ポ ス タ ーの,他 の 諸媒 体 との 関連 や文 化 史上 の位 置 づ け を,よ
り巨視 的 な観 点 か ら補 な って い る。 その 結 果,・本 書 が近代 ポ ス ターの 展 開 だ け を,後 にみ
る よ うに独 自の 観 点 か ら専 一的 に論ず る こ と を可能 に して い る。 この よ う に,両 者 が相 互
に捕 完 し合 って この媒 体 に関す る巾広 く立 体 的 な理 解 を提 供 す るよ う計 画 され た点 は ,他
に得 られ な い長 所 とな って い る。
本 書 自体 の構 成 は,こ れ らの 特徴 を反 映 して,最 初 に 「ポ ス ターの 本 質 と機 能 」「ボス タ
ー の デザ イ ン上 の諸 原理 」「ポス ターの 前 史 」 な ど の諸節 が短 い導 入的 前段 部 を形 成 し,つ
づ い て近 代 ポ ス ターの展 開 を,4つ の 異 な る発 展 系 譜 に即 し大 部 分の イ ラス トレー シ ョ ン
を費 して解 明 す る本 体部 が置 かれ,最 後 に 「シ リーズ ・ボ ス タ▽」「現 代 の動向 」「未 来 の様
相 」 な どの 諸節 が,付 加的 な後段 部 と して 配列 さ れて い る。 そ こで 前段 部 の 一 部 と本体 部
を中心 に要 点 を,次 にみ てみ よ う。
前葮 部 で は,ま ず ポ ス ター の概 念 につ い て,一 方 で その 枠組 を,た とえ ば 「ポ ス ター は
社 会 的 ・経 済 的 ・政 治的 ・文化 的 事 象 の バ ロ メー ターで あ る」 と客 観 的 に把 え,「 送 り手
の 申 し出」 と受 け手 の 「需 要」 を 「直観 的 に イ ラス トレー ト」 す る こ とを通 じて統 合 す る
:.
と して,ポ ス タ ーの情 報 伝達 や文 化形 成 的 機 能 に対 し,一 般 的 な受 け とめ方 を示 して い る。
しか しそ こ に は,ベ ンゼ に従 っ て 「ポ ス ター は そ の主 張 と とも に価 値 や規 準 を固定 し,事
象 を誇張 し世 界 を外側 か ら見 る」 とい っ た一 面 が あ る と し,そ れ が,送 り手 か ら受 け手 へ
の情 報 の流 れ の一 方 向性 や,過 度 な競 争 の 状 態 と重 な り合 っ て,こ の領 域 が楽 観 出 来 ない
性 格 を もつ こ とを指摘 す る。 そ して ポ ス タ ーの 作 り手 た ちは い きお い 「垂 直 思 考」 を離 れ
て 「水平 思 考」 を こ と と し 「表面 の完 全 な優雅 さ」 の達 成 に腐 心 す るた め,「 機 械 技 術 の
世 界」 と照応 した虚 妄 の 「人 工的 世 界 の完 全 化 に拍 車 を かけ る」 点 を見逃 さ ない。 こ うし
た ポス ター の反 自然 的 ・非倫 理 的側 面 の指 摘 と,さ らに同 時 にそ うした陥穽 を克服 して 平
板 な事 象 を芸 術 化 す る処 に こそ この領 域 の 役 割 が あ る こ と を示 唆 して い る点 に,単 な る一
般 論 に終 らな い,作 家 と して の切 実 な視 点 と,同 時 に 自負 や個 性 を窺 わせ る。
デザ イ ン上 の諸 原理 にっ いて は,強 さが ポ イ ン トで あ り,カ ッサ ン ドルの 言葉 「ドア を
通 行 す る温 厚 な紳 士 で あ る よ り も窓 か らの闖 入 者」 の よ うな積極 性 を必要 だ と して い る。
方法 的 には,一 般 的 要 請,レ タ リ ング,形 状,色 彩 につ いて 一応 の 法則 性 を列 記 して い る
が,む しろ成功 作 の 実 際的 な研 究 を奨 め,そ こ に あ る 「は か り知 れ ない」 もの,「 創 造 の
秘密 」 を感 得 す べ きだ と して お り,と くに注 目す べ き点 はみ られ な い。 「ポ ス ター の前 史 」
の項 で は,ド イツ語 圏 の論 者 ら し く,ポ ス ターの 祖 型 と して プラ カ ー ドを重 視 して お り,
通常 近 代 ポ ス ター の特 徴 と され る絵 入 りで 大版 で 多色 刷 りで 壁 な ど に貼 られ る とい った要
件 につ いて は,と くに決定 的 には扱 っ てい ない点 が 目立 って いる。
本 体 部 で は,す で にみ た よ うに,近 代 ポ ス ターの展 開 を,通 常 み られ る一 元 的経 時的 叙
述 に よ るの で は な く,あ らか じめ帰 納 した4つ の 発展 系 譜,す な わ ち 「イ ラ ス トレイ テ ィ
ヴ」 「即 物 的=情 報 的」「構 成的 」「実験 的」 系 譜 ご と に述 べ られて い る。 第 一 の 「イ ラ ス
トレイ テ ィ ヴ なボ ク タ ー」(DasillustrativePlakat)では,具 象 的 な画像 表 現 に比 重 を
置 く系 譜 を対 象 と し,ポ ス ター芸 術 の 開幕 か ら世 期末,世 紀 の転 換 期 以降,1920年代 の 各
時期 を 中心 に その展 開 が要約 的 に述 べ られ る。 こ れ らを通 じて,ま ず,華 麗 な近代 ボ ス タ
ー様 式 の型 を創 始 した シ ェ レ,ポ ス ター を芸術 化 す る と同時 にこ の媒 体 独 自の表現 形 式 を
先取 した トゥ ール ー ズ=ロ ー トレ ッ ク,ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー ・ポ ス ター な どを中 心 とす る
フ ラ ンスの 動 向 が述 べ られ,や がて,そ れ らが欧 米 諸 国 で そ れぞ れ独 自 に発 展 的 に波及 し
て ゆ き,と くに画期 的 な変様 を展 開 した オー ス トリアや ドイ ツで,「 構 成的 ポ ス ター」 の
萌 芽 や 「ポ ス ター の創 造 的 手法 と時代 の課 題 に即 応 した」「指 導 的 原理 」の発 展 をみ る,と
す る。 また ス イス で も,早 くか ら 「芸 術 家 の 影響 の も と に」「印刷 手段 の余 裕 ある使 用,空
間の 効 果的 配 列,計 算 さ れた配 色」 な どの 近 代的 性 格 が 芽生 え,20年代 には,「 新 しい 活
字 」 を伴 い,い まだ 「慣 習 的 方法」 なが ら極 度 に そ れ を還 元 的 に強化 した傾 向へ と発展 し
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た とす る。 同 じ頃 の イ ギ リス や フ ラ ンス で は,立 体 派 以 後 の モ ダン ・ア ー トの影 響 に よ る
フ ォー マ ル な作 風 が指 導 的 とな り,ま た その 頃 ロ シア や ドイツで 開 発 され30年代 に ス イス
で 開 花す る写 真 に よ るポ ス ター も,や が て有 力 とな っ た,と してい る。 しか し,以 後 にっ
いて は,第 二 次 世 界 大戦 後 「オ ップ,ポ ッ.プ,ロマ ン的 表現 主 義,サ イ ケ,シ ュ ル レア リ
ズ ム 的 モ ンタ ー ジ ュ」 などの 多様 な新 しい動 向 が現 わ れ た とのみ 語 られ てい る。
この節 全体 の 記述 と図 版 の構 成 は,著 者 ら も序 文で 意 図 を表 明 して い る通 り,一 応 代 表
的 な流 れ を考 慮 した跡 が窺 え る。 しか しな が ら,こ の こ とは あ くまで も一 定 の観 方 に立 っ
て い え る こ とで あ って,奚 際 に は この系 譜 には さ らに 多様 で入 りくん だ展 開 と,よ りヴ ァ
イ タル な歴 史 意 義 が あ った と考 え られ る。 た と えば,象 徴主 義 や 表現 主 義,ア ー ル ・デ コ,
ア メ リカの プ ラ グマ テ ィ ック な広 告 な ど が触 れ られて い ない点 や,世 紀 の 変 わ り目や20年
代,そ れ と現 代 と の関係 などで は,(や ・強 調 され た)事 実 の 列 記 を 旨 と して い る本 書 の
形 式 が,説 明 不 足 とい う短 所 とな って い る点 な どが;そ の 具体 的 な現 わ れ と して 挙 げ られ
る。 す で に第 一 の グルー プ に もみ られ た よ うな,上 述 の 点 に対 す る見 直 しや一 般 的再 評価
が盛 ん な今 日で は,一 層 不足 感 を まぬ が れ得 な い。
こ の系 譜 に か ぎ り明確 な概 念 規 定 が な い こ とも,疑 問 や 不満 を募 らせ る。す で に 「ボ ス
ター の本 質 と機 能 」 の 節 で ポ ス ター が 「問 題 の実 際 的 な提 示 」 か ら 「変 換 の芸 術 」 まで の
巾広 い表現 を もっ こ と を認 めて お り,さ らに後 続 の残 る3系 譜 が 「即 物 的=情 報 的」 「構
成 的 」「実験 的 」 系 譜 と されて い る以 上,こ の 系 譜 が,3系 譜 以 外 の きわめ て 巾広 く 多量 な
内容 を振 りあ て られて い るこ と に なる。 つ ま り,本 節 の 「イ ラス トレイテ ィヴ なポ スター 」
とは,一 般 に 英書 で 重 視 され る 「絵 画 的 ポ ス ター」(PictorialPoster)の大半 を含 まねば
な らな い こ と にな る。
この こ とは,し た が って この 系 譜 に対 し,そ の 多様 で豊 富 な展 開 を,一 定 の 観 方 に基 づ
くあ ま りに単 純 で 明快 な足 跡 図 の 表現 へ と縮 約 化 す る こ とに よ って不 充 分 な節 と な して い
る だ けで な く,全 般 を通 じて現代 の通 史 と して も あ る種 の意 欲 と公平 さ に欠 け るの で は な
い か,'との疑 念 を起 させ る。 とい うの も,た と え ば筆 者 が訳 出 したバ ー ニ コ ー ト〔Wlのよ う
に,充 分成 功 して い る とは い えな い に しろ,本 書 が等 閑視 して い る項 目 を含 めて よ り広 く
見渡 し,さ らに は それ ら と現 代 の 問題 を か らませ て把 えよ うとす る態 度 が,程 度 の差 は あ
れ第 二 の グ ル ー プ に一般 的 で あ るか らで あ る。
しか し,こ の点 は事 実 で は あ るに して も,結 論 的 には,本 書 の評 価 を決定 的 に制 限 す る
もの で な く,む しろ本 書 を他 の もの か ら際 立 たせ て い る基 本 的 な性 格 の結 果 と見 られ るべ
きで あ る。 ヒ リア ーの よ うな 多元的 視 野 の 評論 的 叙述 ⑳ や,巾 広 い調 査 を謳 い文 句 とす る
ハ チ ソ ンの著 書Qllその他 美 術 史 な どを手掛 りと した 多 くの第 二 の グ ルー プ の書 物 が何 等 か
::
の客 観 的 叙 述 を一般 的 とす る中で,本 書 は 「作 家 の著 書」 と して の限 界 を堅 持 す る こ とに
よ り,か え って 存 在意 義 を明確 に して い るか らで あ る。 こ の こ とは,本 書 に対 す る著 者 た
ちの意 図 と して は,明 確 に述 べ られ て い ない が,全 体 の構 成 や,姉 妹 書 の緒 言 にお け る表
明一 同 書 の 諸例 につ いて は 「完 全 な調査 によ っ た と主張 す る もので は な く,… … もっ ぱ
ら著 者 の関 心 の お もむ く ま ・に選 び記 述」 した な どか ら推量 され るよ うに,著 者 た ち
の 充分 に意 識 した態 度 で あ っ た と考 え られ る。同 じ く作家 の ロ ッシQDやメ ッツ ル㈱ が客 観
的叙 述 の形 式 を と り,そ の結 果 や は り不足 を感 じさせ て い るの と対 照 的 で あ り,ま た ギ ャ
ロ ー ⑳ がす ぐれ た社 会 史的 分析 を展 開 しな が ら結 果 的 に全 体 と して バ ラ ンス を欠 い て い る
の に対 し,こ の 態度 は賢 明で あ り,む しろ本 書 を成 功 に導 びい た最 大 の要 因 と い え るだ ろ
う。
この意 味 で つ づ く 「即物 的=情 報 的 ポス ター」(Dassachlich-informarivePlakat)と,
「構 成 的 ポ ス ター」(DaskonstruktivePlakat)は,著者 らが重 視 し.,とくに ヨー ゼ フ氏
が多年 作 家 的創 造 力 を傾 注 して 自 らその形 成 に大 き く参 与 して きた系 譜で あ り,叙 述 も明
確 で,他 書 に は得 が た い点 がみ られ るの は 当 然で あ る。数 多 くの氏 の作 品 が 引用 掲 載 され
て い るの も無 理 を感 じさせ ず,む しろ迫 力 を添 えて い る。
「即 物 的=情 報的 ポ ス ター」 は ,「 即物 的 な情 報 を可能 な限 り客 観 的 な仕 方 で伝 達 する」
もので,そ の場 合 の 「デ ザ イナ ー は彼 の 主 に主 観 的 な芸術 的 感情 の表 出 を断 念 」 す べ きで
あ り,「 ほ とん ど ア ノニ マ ス な表現 が」 そ の特 徴 で あ る,と 規定 されて い る(序文b20世
世紀 初 頭,ベ ル リ ンの 印捌 業 者 ホ ラ ーバ ウ ム ・ウ ン ト ・シ ュ ミ ッ トの 周辺 に集 ま った芸 術
家 た ちの 中 か ら,や がてベ ル ンハ ル トが 「即 物 的 ポ ス タ ー」(Sachplakat)を創 始 した の
を契 機 に,ド イ ツ に お ける この 系譜 の 指導 性 が強 ま る。 こ れは,当 時 支配 的 で あっ た官 能
的 ・情 動 的視 覚 表現 に代 って,最 少 限 の 文字 とと も に広 告 物 を画 面 に大 き く具 体的 に描 き,
一切 の 表 層 的 装飾 を排 除 す る もので ,近 代 の産 業 活 動 に対 応 した良 心 的 な広 告 表現 とさ れ
る。 ベ ル ンハ ル トらの 思想 は,一 方 で シ ェ レ らに よ って断 たれ た19世紀 中頃 まで の告 知 の
伝 統 に連 接 され,他 方 で,ヴ ァ グナ ー ・ム テ ジウ ス ・バ ウハ ウス な ど標準 的 なモ ダ ン ・デ
ザ イ ン思 想 の 一部 とな り,20年代 の 「機能 的 タイ ポ グ ラフィ」や 「情 況 の客 観 的=情 報 的 伝
達 者 と して の写 真 」 と結 びっ く。 そ して これ らの 諸 要 素 か ら成 る;の 系譜 は,第 二 次 世 界
大戦 後 の ス イ ス に お いて強 化 され,今 日 まで世 界 的 な広 が りをもつ に至 った と説 明 されて
い る。
「構 成 的 ポ ス ター」 にお け る原理 と は,「 面 と空 間 との 調 和的 で 緊張 を は らん だ 関係 づ
け」 で あ り,そ の際 「すべ て の 部分 間 には,方 向 性 や比 率 上 の相 互 関 係 が保 持 され,あ ら
ゆる部 分 は 全 体 に統 合 され,そ の関 係 づ けは,問 題 解 決の ため の最 適 な機 能 的 配列 に基 づ
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く」 と規 定 さ れ て い る。 また その特 徴 は 「構 築 的」(序 文)と され る。配 列 自体 を美 の 質
とす る思 想 や そ れ を重視 した建 築 の例 と して ギ リシ ャ,ゴ シ ッ ク,シ カ ゴ派 が あ り,世 紀
の転 換 時 前後 の ウ ィー ン ・ゼ ツ ェ ッシ ョン どベ ー レ ンス に ポ ス ター にお け る その 先駆 的 作
例 をみ て い るも その 後 ポ ス ター にお け る展 開 は一 度 と ぎれ る が,や がて構 成 主義,デ ・ス
テ ィル,バ ウハ ウ スな どが それ ぞ れの 主張 に即応 した構 成 的 原理 へ の 依存 を高唱 す る につ
れ,20年代 か ら30年代 に か けて ス イス,ド イ ツ,オ ラ ンダ な どを 中心 に盛 ん とな り,さ ら
に は具体 芸 術 か らの鼓 舞 を経 て世 界中 に流 布 す る に至 る。 また現 代 に至 る まで表 現 手 法 の
著 しい洗 練 が認 め られ る と し,今 日で は コ ンピュ ー ター技 法 との提 携 も進 展 しつ つ あ る と
して い る。
以 上 の よ う に,こ れ ら2節 を通 して,す で に み て来 た 一定 の観 方 に た った強 調 が よ り一
層 明 瞭 に浮 び上 る。端 的 にい え ば,そ の立 場 は,フ ォー ヴ ィス ムや キ ュ ビス ム な ど フ ラ ン
ス の運 動 をの ぞ い た そ れ以降 の モ ダ ン ・アー トや,ド イ ツを 中心 と したモ ダ ン ・デザ イ ン
へ の ひ たむ き な共鳴 か ら成 り,視 覚伝 達 上 で は,伝 達 内 容 に対 す る即 物 的=情 報 的 態 度 と
そ れ に即 した構 成 的 形 成へ の傾 斜 か ら成 って い る。 そ して こ うした立場 をと く に包 み隠 さ
ず貫 徹 させ る こ とに よ って,か え って類 書 にな い生 々 しい 当事 者 の声 や確 信 に満 ちた 見解
を得 る こ とが 出来 る。 した が って,本 書 は,あ る史 観 を明瞭 に もっ た通 史 と して 興味 深 く,
少 くと もよ く整理 さ れた 有 力作 家 の卒 直 な思想 表 明 と して貴 重 な資料 的価 値 を もつ,と い
え る だ ろ う。
本 体 部 の残 る一 節 「実 験 的 ポ ス ター」(DasexperimentellePlakat)は,「固着 した慣
習 か らの,革 命 的 な離 脱 の 志 向」 の所産 が集 め られ,や は りtス ター 史 を形 成 す る一 つ の
態 度 とい え る が,前3節 の よ うに ま と まっ た作 風 的 な系 譜 と はい え ない,内容 的 に は,1910
年 以 降30年頃 まで の モ ダ ン ・ア ーテ ィス トた ちの 寄与 と,彼 らに並 行 した個 入 の達 成 が中
心 で あ り,ま た後 半 に実験 内容 が 「デザ イ ン上 の 実験 」「写 真 技術 上 の 実験」「印 刷 技 法 上
の 実験 」「素 材 的 技 法上 の 実験 」 に分 類 ・列 記 され,ま た作 例 図 の.ネー ム に実 験 点 が 明 記 さ
れ て便 宜 で あ る,な ど が 目立 っ 点 で あ る。
後 段 部 の3節 は,そ れ ぞ れ 「シ リー ズ ・ポ ス ター」「現 状」「未 来 」にっ い ての,散 見的 内
容 の短 かい羅 列 で あ り,付 加 的 とい える。 と くに現 状 につ い て は,な おポ ス ター の 「持 続
的 な現 実性 」 や 表現 的 な 「多面 的 可能 性」 を認 め,現 実 の後 退 か らこの 媒体 の 存 続 を保 護
す る割 には,具 体 的 な質的 転 進 は 明示 せ ず,未 来 にっ い て も,「 予測 不 可能 」 と しなが ら
「新 しい技 術 的 開発 を伴 う脱 産 業時 代 の 生 活 の可 能 的 方法 」 に楽観 的 な期待 を寄 せ て い る
点 な どは,節 の表 題 に対 し少 々 もの た り ない。 しか し,こ の こ とも すで にみた 本 書 の特 質
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上,む し ろ 望 む 方 が 無 理 と い え る だ ろ う 。
本 書 の,実 質 的 に は3つ の 系 譜 別 の 叙 述 方 式 に つ い て は,も っ と 特 筆 し て 深 く 批 評 す べ
き で あ っ た か も 知 れ な い 。 た し か に そ れ は,ポ ス タ ー 史 の 把 握 に と っ て,い わ ゆ る 構 成 的
事 象 を 明 確 化 す る た め の 有 効 で 新 鮮 な 試 み,と い え る だ ろ う 。 し か し,客 観 的 に は い ま だ
問 題 も あ り,バ ー ニ コ ー ト の 示 唆 す る 諸 概 念 や 諸 契 機 な ど と も あ わ せ,む し ろ 今 後 の 課 題
と す べ き で あ ろ う 。
京 都 工 芸 繊 維 大 学 羽 生 正 気
(注)
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